
環境監査の重点目的 レベル 

1

2

ISO14001の規格に基づく
監査 

法遵守状況及び環境マネ
ジメントシステム運用状況
の監査 

環境監査の重点目的 

荏原の事業所、事務所、営業所（計6ヶ所、
6サイト） 
ISO14001を取得したか、または取得した組
織内で活動している国内関係会社（計30社：
38サイト） 

ISO14001に準拠した環境マネジメントシス
テムが確立されていない国内関係会社 
（計12社：12サイト） 

試験研究開発関係 

事務所、福利厚生関係 

生産設備、保全設備関係 
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管理体制構築：1件 

将来計画：1件 

設計基準 

その他 

3件 

21件 

廃棄物管理 

分析測定要求 

工事手順 

配管接続確認 

運用管理基準 

構造の検討：1件 設備表示：2件 

図面整備指示：2件 

法的確認指示 

教育 

2003年度 
環境監査 
対象組織 
延べ56ヶ所 
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円グラフの内部：荏原 
円グラフの外部：荏原関係会社 

環境マネジメントシステム 

大気管理 

排水管理 

廃棄物管理 

化学物質危険物 

土壌管理 

騒音・振動 

環境リスク・マネジメント 
荏原は、グループ会社までを含む全社的なリスク・マネジメント・システム（ERMS）のもと、

環境汚染事故をはじめとする環境リスクの回避や最小化のために、環境監査と環境審

査を実施しています。 

環境リスクの芽を摘み取る活動　～環境監査・環境審査～ 

環境監査 
環境監査は、荏原製作所と製造やメンテナンスを行う荏原

グループ各社に対して環境監査部が定期的に行っています。 

・ 日々の事業活動や社内活動の環境側面がもれなくとら

えられているか、定められた手順に従っているか 

・ とらえられた環境側面が、影響の大きさや法規制等に従

って適切にマネジメントされているか 

・ 法規制にかかる活動の見落としが無いか 

・ 目標を設定し、適切に実施・維持されているか 

といったことが監査目的となっています。 

またISO14001を取得していないグループ企業に対し

ては、マネジメントシステム構築に向けた助言、教育など

を行っています。 

 

2003年度環境監査結果 
2003年度環境監査は、環境マネジメントシステムの確立

状況に応じて、下表に示す2段階のレベルで、法遵守、汚染

予防、環境マネジメントシステムの有効性の確認および環

境保全状況の確認を行いました。 

環境審査 
環境審査は、荏原の事業所や事務所で行われる工事（設置、

改造、撤去等）に伴う環境影響を最小限に抑えることと、法

規制違反が無いようにすることを目的に行っています。社

内工事を第三者的な目で確認しています。 

 

2003年度環境審査結果 
工事に際しては、まず工事計画部門や運用部門が事前に

自己評価を行います。次に各事業部および事業所の環境

管理部門が環境影響や法的要求について部門内審査を実

施し、さらに環境審査部が工事段階や設備運用時に予測

される環境影響を含めて評価・承認する多重チェックを行

います。 

法への抵触は2件確認されました。1件は敷地境界線にお

ける騒音規制値オーバーで、対応策の検討を指示しました。

他の1件は廃棄物処理委託契約漏れで、指摘後速やかに

是正されました。 

2004年度は、環境リスク管理の面から法遵守の徹底と環

境負荷低減を重点に提案型の環境監査を目指します。 
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2003年度環境監査の対象 

2003年度環境監査指摘事項内容（総指摘件数に対する比率） 

環境審査件数の推移 

2003年度施設工事に係る環境審査指摘事項内訳 



管理RMC 営業RMC
環境 
エンジニアリング 
RMC

風水力 
RMC

新エネルギー 
RMC

精密・電子 
RMC

リスク・マネジメント・パネル 
議長：社長 
副議長：副社長、技術担当役員 
パネルメンバー：全本部長 

アドバイザー 
学識経験者 

パネル事務局 

モニタリング、監査（環境監査、会計監査、業務監査 など）、 
リスク・マネジメント、教育・訓練 

クライシスコミュニケーション 

クライシス 

顕在化リスク 

潜在化リスク 

初動対応 

未然防止・リスクの最小化 

発見と対策 

事後対策 
　クライシス・マネジメント規定類作成 
　長期対策 

事前対策 
　リスクの発見 
　プログラム実施 
　案件審査 

組織として学習 組織として学習 
経験・知識の明文化 

日々 のリスク低減活動 
　規定類整備 
　マニュアル整備 
　事例調査 

リスク・コミュニケーション 
ネガティブ情報の収集、 
およびその開示・共有 

継続的改善・向上、 
教育・訓練への反映 
　リスク・マネジメント 
　　　プログラム改善 
　事例の反映 
　教育プログラム改善 

ネガティブ情報の収集、およびその開示・共有 

組織として既存の経験範囲内で処
理できないことにより引き起こされ
る可能性のある広義の損失 

ワーキンググループ 
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荏原リスク・マネジメント・システム（ERMS） 

「小さなミスや見落としが大き
な事故につながる」ことを常に
意識し、結果や成果だけでなく
活動のプロセスにも注目してリ
スクの芽を摘み取っていきます。
環境事故や経済的損害、人的被
害など、荏原グループのあらゆ
るリスクに対応するための組織、
活動内容、運用方法を「荏原リ
スク・マネジメント・システム運
用規定」をはじめとする規定類
に定め、具体的な活動を行うこ
とができるようにしています。 

リスク・マネジメント・パネル（ＲＭＰ） 
荏原グループを取り巻く多様なリスクに迅速に対応するための最高組

織として社長を議長に、2001年に設置されました。社会への大きな影

響や会社の存亡に関るようなリスクに対してこのパネルから関係部門に、

具体的な指示がなされます。 

藤沢事業所 
ダイオキシン流出事故の対応状況 
2000年3月に藤沢事業所でおきた環境汚染事故に
ついてはその後、ＲＭＰの指示のもと、環境担当役員
を本部長とする対策本部で、継続して対応しています。 
事故の原因となった廃棄物処理施設は、防液堤などで
周辺環境を汚染しない対策をし、現在は休止しています。 
今後、解体撤去を行う場合には、法を遵守し、更に周辺
環境の汚染防止対策を行いますが、実施時期は未定で
す。この実施にあたっては、周辺住民の方々のご理解
を得て行います。 
 
確定・完了した事項は、荏原ホームページ 
http://www.ebara.co.jpのダイオキシン問題で 
お知らせしています。 
 
お問合せ 
e-mail：ebarad@ebara.com

荏原のリスク・マネジメント・システムはグループ会社まで

を対象としています。荏原の各事業本部に設置されてい

るＲＭＣでリスクを包含する案件を審査し、リスクの大きさ

に応じて事業部レベル、全社レベルで対応するようにして

います。 

また、ＲＭＰ事務局は従業員が常にリスク回避の意識を持

って日々の業務を遂行できるようにするための教育・訓練

を企画・実施しています。 

2003年度は災害等によるクライシス発生時の対応方法

の見直しを図りました。クライシス発生時には、リスク・マ

ネジメント・パネルが対策本部として陣頭指揮をとり、対象・

規模に応じた対策チームを編成して対応します。 

RMC：リスクマネジメント委員会。本部ごとに設置。 
ワーキンググループ：各RMCの委員長で構成。 

：RMC事務局 

荏原リスク・マネジメント体制図 




